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◆ そもそもパフォーマンステストとは ?

　パフォーマンステストとは、実技テストです。ペーパーテストでは
測ることができないから、実技テストを行うのです。
　これは、従来から、体育では運動技能を、音楽では歌唱や器楽演奏
の技能、美術や技術・家庭では、パフォーマンス課題を通じ、作品で
技能を評価してきました。実技教科では当たり前のように行われてき
たことです。
　では、国語や数学、社会や理科といった教科では、どうでしょうか。
そう！　パフォーマンステストを行っている教科があります。理科で
す。顕微鏡の使い方やガスバーナーの使い方等、要所要所でパフォー
マンステストを行ってきているのです。

◆ なぜ筆記ではなく、実技なのか ?

　評価の目的は何かというと、1 つは生徒の能力を測るものであり、
もう 1 つは今後の指導に活かすものです。後者は、新しい学習指導要
領において、学習評価という表現を用い、生徒にとっても、次の学習
に活かしていくための評価という意味をもっています。そのような生
徒の学力を適切に測るためには、評価の妥当性が必要です。

1
「 パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト 」

がなぜ必要か？
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　例えば、話す力を測るといいながら、実際に生徒に話させなければ、
話す力は測れません。時々、話す力を測定するために、次のようなリ
スニングで、その能力を確認する問題がありますが、どうなのでしょ
うか。

　対話文の最後にチャイムがなります。そこに入る応答として 
最も適するものを a~d の中から選び、記号で答えなさい。

　a）Yes, I do.　b）Here you are.　c）I see.　d）What do you have?

（放送文）Maki：Please write your name.
Bob ：Sure. Do you have a pen?
Maki：< チャイム >

　これは、本当に話すことの応答力を測っていると言えるでしょうか。
適切な応答を選択するということから、話す力を予測する問題ではあ
りますが、やはり、話す力は実際に話させないと評価はできないと考
えます。

◆ 授業の中ですぐできるパフォーマンステスト！

　評価には、妥当性や信頼性のほかに、実行可能性というものがあり
ます。どんなによい評価テストであっても、評価することに時間がか
かったり、評価する環境が備わっていなかったりしていては、その実
効性には欠けます。
　特にパフォーマンステストは、その多くが個別テストになりますの
で、実行可能な評価テストを考えるべきでしょう。

問題
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◆ なぜ「話す→聞く」の順なのか ?

　学習指導要領では、「聞く」と「話す」では、「聞く」が先に出てき
ます。しかしあえてここでは、「話す・聞く」としています。
　なぜなら、「話すこと」の能力を測ることを主としたパフォーマン
ステストの中で、「聞くこと」の「主体的に学習に取り組む態度」も
同時に評価できると考えるからです。

◆ 評価の視点／「適切さ」から「正確性」へ

　3 観点評価の考え方の基本は、「知識・技能」は「正確さ」、「思考・
判断・表現」は「適切さ」、「主体的に学習に取り組む態度」は「コミュ
ニケーションに臨む姿勢や態度等」で評価します。
　評価の順番は、例えば、話すことの評価では、生徒の発話を聞きな
がら、まず「適切さ」があるかどうかを確認します。意味の通じる発
話になっているかどうか、その程度により評価します。　
　次に、「正確性」（= 知識・技能）を見ます。語彙や文法、音声等に
おいて誤りが見られるかどうかを確認します。
　また、語り方に目を向ければ、話すことの「主体的に学習に取り組
む態度」が、また、聞いている態度に目を向ければ聞くことの「主体

3
「話す・聞く」の 

パフォーマンス評価
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的に学習に取り組む態度」が評価できます。
　最大限、1 回のパフォーマンステストで、3 つの観点を同時に評価
することができるということになります。

◆ 「思考・判断・表現」は、目的や場面、状況が必要である

　さて、「思考・判断・表現」は、「適切さ」で評価します。何に対し
ての適切さなのかというと、「目的や場面、状況」に対してとなります。
　例えば、無目的に「外国人に日本の観光地を紹介しよう」ではなく、

「日本に来たばかりの外国人が、今年の夏に旅行したいと言っていま
す。あなたは、どのような場所をおすすめしますか」と、場面（　　）
や目的（　　）を示し、その場面や目的に合わせた発話を考えなけれ
ばなりません。これが適切さとなります。
　だからこそ、パフォーマンステストには、コミュニケーションの目
的や場面、状況が必要なのです。

【ルーブリックの一例】
〇 対象 : 中学 3 年生 1 学期
〇 評価規準 : 日本に来た外国人に観光地を紹介するために、相手の興

味等を確認しつつ、簡単な語句や文を用いてやり取りができる。
〇 評価基準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
a 語彙や文法、音声面につい

てほとんど誤りがなく（0
〜 1 個）やり取りができ
ている。

相手の好み等を尋ねなが
ら、簡単な語句や文を用い
て伝えたり、相手からの質
問に答えたりしている。

□日本には初めて来たか
どうか等、相手のことを尋
ねながら観光地を紹介し
ようとしている（話す）。

b 語彙や文法、音声面につい
て多少の誤り（2 〜 3 個）
があるがやり取りができ
ている。

簡単な語句や文を用いて
伝えたり、相手からの質問
に答えたりしている。

□アイコンタクト（話す・
聞く）
□相づち（聞く）
□ジェスチャー（話す）
□話題を広げ、つなぐ（話す）

c 語彙や文法、音声面につい
て誤りが多い。

b に至っていない。 b に至っていない。
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